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１． はじめに 
 近年，言語・年齢の違いや障害の有無などに

関わらず社会活動に参加できるユニバーサル社

会の構築に向けて，ユニバーサルデザイン

（Universal Design，以下 UD）が様々な分野に

応用されている．その中の一つとして，UD の考

え方に基づいて設計されたユニバーサルデザイ

ンマップ（以下 UD マップ）が存在する．マップ

はその利用方法には大きな違いがなく，国籍や

文化，言語を超えて理解されやすい．これまで

様々な UD マップが検討されてきているが，どの

ような UD 機能をマップに付与すれば，正しく情

報を伝達できるか，については明らかになって

いない． 

 そこで本研究では，日本語情報に絵を加えた

UD マップを作成し，言語能力の違いによってそ

の理解度にどのような差が生じるかを実験した．

そして分析によって，本実験における UD の特徴

を明らかにする． 

 

２． 先行研究 

 山﨑らは UD を考慮し，加速度センサーを使っ

た利き手対応インタフェースについて提案した

[1]．栃内らは 3 次元空間 UD マップにフィルタ

リング機能や管理者機能を付与した[2]．阿部ら

は UD 概念に立脚し，住民参加型システムを開発

した[3]うえで，UD に配慮した観光情報システム

を研究開発した[4]． 

 しかしながら，これまでの UD に関する研究の

うち，UD マップの設計に着目している研究は少

ない．そこで本研究では言語能力の違いに着目

して，UD マップを分析することで，正確な情報

を伝えるための UD工夫を検討する． 

 

３．提案 
 我々は「ぶらり戸山イラストマップ」という

早稲田大学理工キャンパス付近に存在する２つ 

 

 

 

 

の商店街についてのマップを作成した．このマ

ップは地図面，情報面，その他面の三部分に分

かれている．各店舗の位置関係は，地図面に表

示されている．各店舗の詳細な情報（営業時間，

電話番号，店舗紹介など）は，情報面に表示さ

れている．そして表紙，マップの企画と協力団

体のご紹介と２つのエッセイはその他面に表に

示されている． 

 そして本研究では，「ぶらり戸山イラストマ

ップ」を使用した実験を行って，UD マップの機

能を検討する．被験者を日本語言語能力の違い

によって，日本語が完全に分かる人（日本人）

の A 群，日本語が少し分かる人（JLPTN3 レベル

以上持っている標準で）の B 群，日本語が分か

らない人（JLPTN3 レベルを持っていない標準

で）の C 群の三群に分かれている．また，現代

の日本語は，漢字・ひらかな・カタカナを用い

るので，漢字に馴染みがあるか否かは日本語の

理解に影響を与えると考えられる．そこで，日

本語が母国語ではない B 群と C 群を，それぞれ

漢字文化圏と非漢字文化圏に分ける．その結果，

被験者を表１のように５つの群に分けることが

できた． 

 

表１．被験者の分類 

A群 日本人 

B１群 
JLPTN3レベル以上持っている人 

漢字文化圏 

B２群 
JLPTN3レベル以上持っている人 

非漢字文化圏 

C１群 
JLPTN3レベル持っていない人 

漢字文化圏 

C２群 
JLPTN3レベル持っていない人 

非漢字文化圏 

  

４．実験 
 2019 年 12 月 21 日に，早稲田大学理工キャン

パス内で，異なる日本語能力を持つ人々を集め

た．そして事前に「ぶらり戸山イラストマッ

プ」に関する問題を１０問，日・英で問題文を

作成して，被験者はマップを見ながら問題に答

える実験を実施する．なお被験者の分類は，A 群
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２人，B１群２人，B２群１人，C１群４人，C２

群１人，であり，合計大学生１０人の協力のも

と，問題に答えて，回答データの分析と評価を

行う．実験結果は表２のようである． 

 

表２．実験正解数データ 

 

５．実験データ分析と考察 
 地図の位置関係に関する問１，３，６と店舗

の基本情報に関する問４，９は全ての被験者が

正答した．問７，８は間違った人数が最も多い

２つの問題である．そこで，これら２つの問題

に着目して分析を行う． 

① 問７について 

問７は「「インドネパールセントラルキッチ

ン」で一番おすすめとされている料理は何でし

ょうか？」という問題である．答えのヒントと

して，マップの情報面に「ネパール料理のチャ

ウミンはとても美味しいしオススメです」と書

かれていた． 

このような結果になった理由として，被験者

は答える際に，被験者は店舗のイメージを表現

した絵を見て回答したり，店舗の紹介文のみを

確認して答えたことが考えられる． 

特に B１群と C１群の被験者が本問に答えられ

なかった理由は，「オススメ」がカタカナで書

かれているためだと考えられる．漢字文化圏の

人たちは漢字に馴染みがあるため，マップの情

報を漢字のみから収集することが多いことが推

測される．そのため，カタカナで書かれた「オ

ススメ」という情報を見落としてしまったので

はないか，と考えられる． 

本考察をうけて，漢字文化圏の人々に正しく

意味を伝えるためには、「オススメ」を「推

薦」に変える方法が考えられる．今後は住んで

いる住民の母国語の違いによって、キーワード

がカタカナで書かれているのか漢字で書かれて

いるのかを工夫にする必要がある． 

② 問８について 

問８は「ラーメン屋が何店舗掲載されている

でしょうか？またラーメン屋はそれぞれ，マッ

プのどこに位置しているでしょうか？」という

問題である． 

答えのヒントとして，地図面には各店舗名の

下で店舗の種類を小さな文字で書かれていた．

問８の正解である三店舗には「（ラーメン

店）」のように地図面にマークされている．し

かし，大部分の被験者はこの情報を見落として，

情報面の各店舗紹介文を一つずつ見ながら，ラ

ーメンに対する自分の理解に合わせて答えてい

た．紹介文で各麺屋の種類は明確に記載されて

いないので，外国人被験者だけではなく，日本

人被験者も間違ったと考えられる． 

以上のことから，言語能力の違いに関わらず，

本実験における UD マップについては，絵などの

UD 機能が大きく働いてしまい，小さな文字情報

などは見落とされてしまう可能性があることを

明らかにした．  

 

６．まとめと今後の課題 
 本研究では，情報を正しく伝達するための UD

マップ機能について述べた．言語能力や母国語

の違いによって，UD の効果が異なることが明ら

かになった．そして，UD マップにおける言語能

力によらない注意点を示した．今後の課題とし

て，より多くの人数を集めた実験を行い，さら

なる分析を実施することが挙げられる． 
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群 A B１ B２ C１ C２ 合計 

人数 2 ２ １ ４ １ １０ 

地 

図 

面 

問 1 2/2 2/2 1/1 4/4 1/1 10/10 

問 3 2/2 2/2 1/1 4/4 1/1 10/10 

問 6 2/2 2/2 1/1 4/4 1/1 10/10 

問 8 0/2 0/2 1/1 1/4 0/1 2/10 

問 10 2/2 2/2 0/1 4/4 0/1 8/10 

情 

報 

面 

問 4 2/2 2/2 1/1 4/4 1/1 10/10 

問 7 2/2 0/2 1/1 2/4 0/1 5/10 

問 9 2/2 2/2 1/1 4/4 1/1 10/10 

そ

の

他

面 

問 2 2/2 2/2 0/1 4/4 0/1 8/10 

問 5 2/2 2/2 0/1 4/4 0/1 8/10 
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